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弥生時代の遺跡の宝庫として知られ、
別名「弥生銀座」とも呼ばれている春日市。
歴史と文化を訪ねてタイムトリップ。

　春日市は、アジアに開かれた福岡都市圏の中央部に位置し、東西4km、南北5.34km、
面積は14.15㎢という県下で最も狭い市域で、人口は11万人を超え、県内有数の都市
として発展しています。コンパクトで住環境にすぐれた本市は、古くから大陸との交
流の玄関口として栄え、特に福岡平野の中でも南部にあたる春日丘陵周辺には弥生時
代の貴重な遺跡が密集し、中国の史書である「後

ご

漢
かん

書
じょ

」や「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

に記された
「奴

な

国
こく

」の中心地であったとされています。
　その後、古墳時代になると那珂川流域には次々に前方後円墳が作られました。日

ひ

拝
はい

塚
づか

古
こ

墳
ふん

や下
しも

白
しろ

水
うず

大
おお

塚
つか

古
こ

墳
ふん

などはその代表的な例で、福岡平野を治めていた首長の墓と
推定されます。
　7世紀後半（飛鳥時代）には防衛施設として大

おお

士
ど

居
い

や天
てん

神
じん

山
やま

に水
みず

城
き

が築かれます。
九州最古級の瓦

かわらがまあと

窯跡であるウトグチ瓦窯跡が操業されていたのもこの頃です。
　鎌倉時代には荘園として白

しろうずのしょう

水荘、小
こくらのしょう

倉荘などがあったことがわかっています。さら
に16世紀の戦国時代には、下白水に「天

あまのうらじょう

浦城」という城があったといわれています。
　江戸時代になると春日は福岡藩の領地になりました。この時代には灌

かん

漑
がい

用
よう

の溜
ため

池
いけ

や
用水路が多く造られました。武

たけ

末
すえ

新
しん

兵
べ

衛
え

による白水池の堤防改修や、白
しろ

水
うず

喜
き

四
し

郎
ろう

によ
る小倉用水工事はその代表例です。
　その後、明治22年に春

かす が

日、上
かみ

白
しろ

水
うず

、下
しも

白
しろ

水
うず

、小
こ

倉
くら

、須
す

玖
ぐ

の5村が合併して那
な

珂
か

郡春
日村となり、現在の春日市の前身ができ
ました。
　この本は、春日市の歴史と文化をたど
るガイドブックとしてつくりました。本
誌で紹介している文化財は、市内の文
化財のごく一部に過ぎませんが、多くの
方々にご活用いただければ幸いです。
　さあ、外に出て春日市の歴史や文化を
思う存分楽しんでください。
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『後漢書』や『魏志』倭人伝に登場する「奴国」
その壮大なロマンを訪ねる

奴国時代の出土品を展示

春日市 奴国の丘歴史資料館

奴
な

国
こ く

の王
お う

都
と

ふれあいゾーン

なこくのおかれきししりょうかん

　春日市は弥生時代に文化の先進地として栄え、数多くの遺跡が存在
します。中国の歴史書である『後漢書』や『魏志』倭人伝に登場する
「奴国」の位置については、福岡市や春日市およびその周辺を含む福
岡平野一帯をあてるのが定説となっており、その中心地（王都）が春
日市の岡本周辺に分布する須

す

玖
ぐ

遺
い

跡
せき

群
ぐん

と推定されます。
　当資料館には、市内の発掘調査で出土した奴国の時代の貴重な遺物
を見ることができる考古資料展示室があります。奴国王墓の出土品や
青銅器、多数の青銅器・ガラス勾玉の鋳型など、奴国の特徴的な遺物
が展示されています。
　また、民俗資料展示室には、昭和初期頃の農家の生活をテーマとし
た各種の農具や生活用具などが展示されています。

見学のご案内
・開館／ 9:00−17:00
　（入館は16:30まで）
・休館日／第3火曜日
　（祝日の場合は翌日）
　12月28日～ 1月4日
・入館料／無料
・駐車場／ 22台（無料）
交通手段
春日市コミュニティバス
①桜ヶ丘線「奴国の丘
　歴史資料館前」下車すぐ
②須玖線「岡本1丁目」
　下車　徒歩6分
　JR南福岡駅⇒タクシー
　9分（徒歩18分）
西鉄バス
　45-1系統「岡本」下車
　徒歩4分
問い合わせ先
春日市奴国の丘歴史資料館
TEL.092−501−1144
FAX.092−573−1077
メールアドレス
nakoku@city.kasuga.
fukuoka.jp
ホームページ
�https://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/miryoku/
history/historymuseum/
index.html
所在地
岡本3−57

▲ 奴国の時代の出土品を展示した考古資
料展示室

■奴国の丘歴史資料館ＱＲコード

▲ 昭和初期頃の農家の生活をテーマとし
た民俗資料展示室
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展示ホール

　このほか、企画展などを行うための特別展
示室、講演会や説明会に利用される研修室、
勾玉づくりなどの体験学習ができる体験コー
ナーなども設けられています。

　展示ホールでは、いっきに時間がさかのぼり、弥生時代にタイムトリップします。奴国の先進性を物
語る2つのジオラマを展示しています。
青銅器生産工房　弥生時代の青銅器製作跡として全国で初めて本格的な発掘調査がされた須

す

玖
ぐ

永
えい

田
だ

Ａ遺跡の成果を参考にして、考古学・建築学・金属学などの視点から考案し実物大で忠実に
復元したものです。
　掘
ほったてばしら

立柱建物の屋根の下、高温の炉の中で青銅の材料を溶かし、正確に彫りこんだ石製の鋳型に
流し込んでいる作業を再現しています。

奴国王墓　1899（明治32）年、須玖岡本遺跡の一角で発見された甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

に埋葬されていた様子
を、断面を切って真横から見ることができるように再現したものです。多くの副葬品をたずさえた奴国
の王の埋葬の姿が浮かび上がります。模型の上部には、王墓の上石も復元されています。
　このほか展示ホールでは、王墓
の隣接地で発掘調査された王族
墓と推定される墳丘墓の断面をは
ぎ取った土層を展示しています。

▲弥生時代の青銅器鋳造の風景を再現したジオラマ

▲勾玉づくり体験（1個100円）

須玖遺跡群出土のるつぼ
青銅器の原料を入れる耐火
性の高い土器。高温の炉の
中から取り出し、鋳型に流
し込みます。

銅
どう

矛
ほこ

鋳
い

型
がた

（熊野神社所蔵）
江戸時代に出土した鋳型
で、国の重要文化財に指定
されています。

王墓出土の鏡（復元品）
須玖岡本遺跡の王墓から
出土した前漢鏡の中に
は、中国でも出土例の少
ない直径20㎝以上の大型
鏡が含まれています。

▲王墓に隣接する王族墓の調査で
　はぎ取った墳丘墓の盛土の土層

▲まるで実物を見ているような須玖岡本遣跡
王墓ジオラマ
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文化の薫りただよう学習といこいの場

春日市 奴国の丘歴史公園
なこくのおかれきしこうえん

　須玖岡本遺跡の一部は、奴国の丘歴史公園内にあり、ここでは
1979・1980（昭和54・55）年の発掘調査で多数の甕棺墓と住居跡が発
見されました。弥生時代中期の集落と墓地が対になって見つかったの
です。また、完全な形の小

しょうどうたく

銅鐸鋳型や鉄
てっ

剣
けん

が出土しています。奴国の
中心域とされるところに位置していることや、同じ時期の集落と墓地
が存在すること、貴重な遺物が発見されたことにより、1986（昭和
61）年6月に国指定史跡となりました。
　現在、公園内には2カ所にドームが設置され、発掘調査時の状態で
甕棺墓などが見学できるように整備されています。
　また、奴国の丘歴史公園の南西約200mの場所にも須玖岡本遺跡
（平
へいじゃく

若 B 遺跡）として保存されて
います。ここは以前から甕棺墓群の
存在が確認されていたため、同時に
国指定史跡となりました。

ドーム見学のご案内
・開館時間／ 9:00−17:00
　（入館は16:30まで）
・休館日／第3火曜日
　（祝日の場合は翌日）
　12月28日～ 1月4日
・入館無料

小銅鐸鋳型

鉄剣

N

上散田池

ドームB棟

住居跡

ドームA棟

王墓の上石

奴 国 の 池

コミュニティバス
奴国の丘歴史資料館前バス停

モニュメントモニュメント

奴国の丘歴史資料館

（盤石池）

▲ドーム内部
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奴国王と王族の墓地

国指定史跡 須玖岡本遺跡
すぐおかもといせき

　弥生時代の代表的な遺跡である須玖岡本遺跡は、全国的にその名が
知られ、県外からも多くの人が訪れています。奴国の王都であった
と推定される須玖遺跡群の中核的な遺跡で、現在、国指定史跡の範
囲が拡大しつつあります。1899�（明治32）�年に地元の人が家を建てる
時、偶然に発見された甕

かめ

棺
かん

の内外から、30面前後の中
ちゅうごくきょう

国鏡やガラス
璧
へき

をはじめ、銅
どう

剣
けん

、銅
どう

矛
ほこ

、銅
どう

戈
か

といった青銅製の武器、ガ
ラス勾玉や管

くだ

玉
たま

など多数の貴
重な品々が出土しました。ま
た、この甕棺墓の上には長さ
3.3m、幅1.8m、重さ4t の巨大
な上
うわ

石
いし

が置かれていました。
　この甕棺墓は、ほかの墓か
ら離れてつくられ、ことのほ
か手厚く埋葬されていること
から、奴国王の墓と考えられ
ています。年代的には、後漢
の光

こう

武
ぶ

帝
てい

から金印を賜った王
より数世代前の王の墓と推定
されます。また、須玖岡本遺
跡では、王墓のほか王族の墓
とみられる甕棺墓群が確認さ
れています。王墓のように多
数の出土品はありませんが、
副葬品をもった甕棺がいくつ
も発見されています。1990�
（平成2）�年に実施した発掘
調査では、墳丘墓が確認さ
れ、内部から多数の甕棺が発
見されました。その際、2基
の甕棺に鉄剣および鉄

てつ

矛
ほこ

が副
葬されていました。

ガラス勾玉とガラス小玉
須玖岡本遺跡岡本地区の甕
棺墓の副葬品です。ガラス
の勾玉と824個以上の小玉
が一緒にみつかりました。
勾玉の長さは4.8cmで弥生
時代最大級です。

市指定文化財
銅剣と青銅製把

はとうしょく

頭飾
平成28年に弥生時代中期の
甕棺から見つかった銅剣と
銅剣の柄に付ける飾りの青
銅製把頭飾です。
青銅でできた把頭飾が奴国
の地域内で見つかったのは
初めてです。

▲甕棺墓群

▲奴国の丘歴史公園に移設された王墓の上石

▲甕棺墓から出土した銅剣
7



わが国最大規模を誇る

奴国の生産工房群
なこくのせいさんこうぼうぐん

　須玖岡本遺跡とその周辺からは、青銅器やガラス製品、鉄器を製作した弥生時代の工房跡が発
見されています。当時、青銅器・ガラス製品・鉄器は貴重品で、これらの品々を生産するために
は、高度な技術はもちろんのこと、原料を入手するためには対外交渉力も必要でした。須玖岡本
遺跡とその周辺は、弥生時代のハイテク工房が全国で最も集中する地域として知られ、ここに強
大な勢力をもった集団がいたことがわかります。

須玖小学校須玖小学校

●須玖永田A遺跡

●須玖タカウタ遺跡

● ●

岡本岡本

県道49号線

県道31号線
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青銅器をつくり始めたころの鋳型発見

国内最大級の青銅器工房

全国初の発見！弥生時代の青銅器工房跡

須玖タカウタ遺跡

須玖岡本遺跡 坂本地区

須玖永田Ａ遺跡

すぐたかうたいせき

すぐおかもといせき さかもとちく

すぐえいだえーいせき

　日本初となる多
たちゅうきょう

鈕鏡の鋳型や一対の
銅戈の土製鋳型など、石製と土製の
青銅器鋳型が複数出土しました。
　これらは、国内での青銅器生産を示
す最も古い時期のものです。

▲ �

鋳型を基に鋳造再現
実験を行いました。
　https://youtu.be/9oh-HGnwfEo

　鏡や銅矛などの鋳型やるつぼ、銅
どう

滓
さい

（銅のかす）など、青銅器生産を
示す多数の遺物が出土しました。青
銅器を鋳造した工房跡がいくつも発
見されています。

　鏡
かがみ

の鋳型をはじめ、銅を溶かした
るつぼなど、青銅器生産に使われた
多数の遺物が出土しました。青銅器
を鋳造した工房跡（掘立柱建物跡）
も発見されています。全国で初めて
弥生時代の青銅器工房跡が確認され
た遺跡です。

全国初の発見！弥生時代のガラス工房跡

須玖五反田遺跡
すぐごたんだいせき

　ガラス勾玉の鋳型やガラスが付着
した容器、玉を磨いた砥

と

石
いし

など、ガ
ラス製品の製作に使われた多数の遺
物が出士しています。全国で初めて
弥生時代のガラス工房跡が確認され
た遺跡です。

市指定文化財
須玖タカウタ遺跡出土の
多鈕鏡鋳型

市指定文化財
須玖岡本遺跡坂本地区
出土の連鋳式銅鏃鋳型
この鋳型で49個の銅の矢じ
りを一度につくることがで
きます。

須玖永田Ａ遺跡出土の
鏡鋳型

ガラス勾玉の鋳型
須玖五反田遺跡の勾玉鋳型
は土製で、型が3個以上確
認できます。

▲須玖タカウタ遺跡土製鋳型出土状況

▲須玖永田Ａ遺跡

▲須玖岡本遺跡坂本地区

▲須玖五反田遺跡
9



須玖

岡本

JR南福岡駅

陸上自衛隊

昇町

宝町

県道49号線

県道56号線

県道505号線

県道31号線

須玖岡本遺跡（平若B地点）

岡本ノ辻遺跡

（王墓地点、王族墓）

総合
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岡本山の上に鎮座する岡本の産
うぶ
土
すな
神
がみ

無病息災子孫繁栄を願う

熊野神社と市指定天然記念物オオバヤドリギ

嫁ごの尻たたき

くまのじんじゃとおおばやどりぎ

よめごのしりたたき

　熊野神社の創立は『熊野神社由来記』によ
れば、室町時代にさかのぼると伝えられてい
ます。神宝として『銅矛鋳型』があり、1955
（昭和30）年に重要文化財として国の指定を受けています。また、境
内の樹木アラカシのこずえにはオオバヤドリギが着生しており、市の
天然記念物に指定されています。

　小倉の住
すみ

吉
よし

神社の年
中行事で、小正月であ
る1月14日に行われる
お祭りです。前年に結
婚した花嫁が正装し参
拝するところを、地域
の子どもたちが藁

わら

で編
んだ尻たたき棒で嫁の
尻をたたきます。嫁が
家に居つくよう、子宝
に恵まれるようにとの
願いが込められていま

す。戦後、中断していましたが、1982（�昭和57�）年に復活しました。

交通手段
JR 南福岡駅⇒
タクシー 8分（徒歩16分）
春日市コミュニティバス
①�桜ヶ丘線「奴国の丘歴史
資料館前」下車�徒歩3分
②�須玖線「岡本1丁目」下
車�徒歩2分

所在地
岡本2−92

交通手段
JR 南福岡駅⇒
西鉄バス45番
「南福岡駅」～「小倉」
下車�徒歩5分
春日市コミュニティバス
①�桜ヶ丘線「住吉神社前」
下車

所在地
小倉3−37

土製狛犬
　江戸時代に熊野神社へ奉納
された素焼きの狛犬です。狛
犬の大きさは21cm で、1688
年に吉村清五郎が奉納したと
記録に残っています。土製の
狛犬は珍しく、春日市では市
指定有形民俗文化財に指定さ
れています。

オオバヤドリギ
「 大 葉 宿 木 」 と 書 き、
9~10月に筒形の花が咲き、
赤褐色の毛が密生した実を
つけます。

小倉住吉神社
　創立された年月は不明で
すが、筑

ちくぜんのくにいちのみや

前国一宮の神領で
あったと記録にあります。
10月17日の例祭では、神

じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

伝説にちなむ「半煮
え」の献立と「牛の舌餅」
がお供えされます。

▲イザナギの尊
みこと

、イザナミの尊
みこと

を祭神とする熊野神社

▲参拝に訪れるお嫁さんを祝福する子どもたち
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権力をきわめた首長たちの古墳をめぐる道

貴重な副葬品が出土

小型の前方後円墳

段丘上につくられた首長墓

市指定史跡 赤井手古墳

市指定史跡 竹ヶ本古墳

市指定史跡 下白水大塚古墳

古
こ

墳
ふ ん

とナギのふれあいゾーン

あかいでこふん

たけがもとこふん

しもしろうずおおつかこふん

　赤井手遺跡の最高所につくられた6世紀
初めに築造された円

えん

墳
ぷん

で、現在、市指定
史跡として保存されています。1979�（昭和
54）年に発掘調査が行われ、器

き

台
だい

や子
こ

持
もち

壺
つぼ

などの多数の貴重な須
す

恵
え

器
き

や鉄器などが出
土しました。
　また、これ以前にも鏡など貴重な副

ふく

葬
そう

品
ひん

が発見されています。

　1961�（昭和36）年に発掘調査が行
われた竹ヶ本遺跡では、弥生時代か
ら古墳時代にかけての集落などが発
見されましたが、現在残っているの
は市指定史跡として保存されている
竹ヶ本古墳のみです。丘陵の上につ
くられた全長が25m前後と小型の前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、これについては発
掘調査が実施されていないので、具体的な内容はわかっていません。

　近世以降に墳丘上と周辺が共同墓
地として利用されていたため、古墳
の原形はかなり損なわれていますが、
1987�（昭和62）年の範囲確認調査で、
周溝と石室の一部が発見されました。
河岸段丘上につくられたこの地域で
は大型の前方後円墳で、市指定史跡
になっています。前方部は道路によって一部壊されていますが、後円
部の周溝を含めた全長は55m前後と推定されます。築造された時期
については6世紀後半～ 7世紀初め頃と考えられています。

交通手段
西鉄電車井尻駅⇒西鉄バス
45・45−1番「井尻駅前」～
「放送所前」下車徒歩6分
春日市コミュニティバス
②須玖線「竹の本団地前」
　下車�東へ徒歩2分

所在地
弥生6−2

交通手段
春日市コミュニティバス
②須玖線「下白水北5丁目」
　下車�南へ徒歩2分

所在地
下白水北5−98

交通手段
西鉄電車井尻駅⇒西鉄バス
45・45−1番「井尻駅前」～
「放送所前」下車�徒歩6分
春日市コミュニティバス
②須玖線
　「須玖南親水公園前」
　下車�東へ徒歩1分

所在地
弥生7−67

須恵器器台と子持壺

▲赤井手古墳の石室

▲開発をまぬがれ保存された竹ヶ本古墳

▲下白水大塚古墳
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須玖
岡本

昇町

総合総合

西中入口北

泉入口

下白水南

県道49号線

県道56号線

県道505号線

県道31号線

須玖岡本遺跡（平若B地点）

岡本ノ辻遺跡

13



古代人の祈りが聞こえてきそう

国指定史跡 日拝塚古墳
ひはいづかこふん

　古墳時代の6世紀前半の前方後円墳。墳丘の主軸が
ほぼ東西を向いています。彼岸の時期には16km東方
にある大

おお

根
ね

地
ち

山
やま

から昇る太陽を拝めるといわれている
ことから「日を拝む塚」として、日拝塚と呼ばれる
ようになりました。墳丘の一部が削られていますが、
墳丘はすべて盛土で高さ4.5 ～ 5.5m、周溝を含めた全
長は約60mあります。1929（昭和4）年に石室内から、
鏡、装身具、武器、馬具、須恵器などの副葬品が多量
に盗掘されましたが、大部分は回収され東京国立博物
館に保管されています。この古墳は1976（昭和51）年
2月に国指定史跡に指定されました。
　奴国の丘歴史資料館には、日拝塚古墳出土と伝えら
れる金

きんせいすいしょくつきみみかざり

製垂飾付耳飾が展示されています。交通手段
J�R 博多南駅⇒徒歩10分
春日市コミュニティバス
③�上白水線「中白水」下車
北へ徒歩3分

所在地
下白水南6−208

駐車場
5台

県道56号線

▲ 日拝塚古墳の石室

▲日拝塚古墳出土と伝えられる金製垂飾付耳飾

▲日拝塚古墳の全景
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「市の木」ナギが群生する

「白
しろ
水
うず
」の地名の由来となった

県指定天然記念物 ナギの杜

白水の井（走り井）

なぎのもり

しろうずのい（はしりい）

　マキ科に属し、別名「チ
カラシバ」ともいいます。
ナギの葉は強く切れにくい
ため、縁起が良い（縁が切
れない）とされています。
　須玖の住吉神社境内に
は、約75本が群生してお
り、1963（昭和38）年１月
に県の天然記念物に指定さ
れました。また、1977（昭
和52）年には「市の木」に
選ばれました。

　「筑
ちく

前
ぜん

国
のくに

続
ぞく

風
ふ

土
ど

記
き

附
ふ

録
ろく

」という書物に白水の地名の由来が記され
ています。これによると、「白水の井」という清水が湧き出るところ
があったことがわかります。その位置については諸説
がありますが、現在の下白水北6丁目の一角とする説
が有力のようです。この泉は現在埋められています。
　また、この一帯は、戦国時代の城跡である
「天
あまのうらじょう

浦城」の推定地でもあります。

交通手段
西鉄電車井尻駅⇒西鉄バス
45番「井尻駅前」～「御稜」
下車�南へ徒歩4分
春日市コミュニティバス
①桜ヶ丘線（桜ヶ丘回り）
　「須玖北公園前」
　下車�南へ徒歩5分

所在地
須玖北3−42

交通手段
春日市コミュニティバス
②須玖線「下白水南4丁目」
　下車�北へ徒歩3分

所在地
下白水北6−150付近

西中入口北

春日西小入口県道56号線

説明板

▲現在の白水の井跡

▲南木とも書く「市の木」ナギの木

▲ナギの葉
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古代技術の発見と自然との出会い

歴史的攻防を物語る

国指定特別史跡 水城跡

水
み ず き

城と緑
み ど り

のふれあいゾーン

みずきあと

　水城は7世紀に唐
とう

・新
しら ぎ

羅軍の侵攻に対する大宰府防衛線として築か
れた防塁（土塁）で、国指定の特別史跡です。春日市には大土居水城
跡と天神山水城跡がありますが、牛

うし

頸
くび

山系と四王寺山を結ぶ水城（大
堤）と区別して、小

しょうみずき

水城と呼ばれています。水城の前面（博多湾側）
には濠

ほり

が設けられて水を貯めていたと推定されています。大土居水城
跡の発掘調査では、土塁の背後から前面へ導水するための管（木

もく

樋
ひ

）
が発見されました。
　なお、この国指定特別史跡水城跡は、令和2年6月、平成27年度に太
宰府市が認定された日本遺産「古代日本の『西の都』～東アジアと

の交流拠点～」につい
て、太宰府市単独の地
域型から、春日市・筑
紫野市・大野城市・那
珂川市・宇美町・佐賀
県基山町を含む範囲へ
の拡充が認定され、そ
の構成文化財の一つと
なっています。

※日本遺産について�詳しくは、福岡県ウェブサイト
　（��URL�https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/nishino-miyako.html）

をご覧ください。

交通手段（天神山水城）
J�R 博多南駅⇒西鉄バス
2番「博多南駅」～「天神山」
下車�北へ徒歩5分
西鉄電車春日原駅⇒西鉄バス
2番「西鉄春日原」～「天神山」
下車�北へ徒歩5分
春日市コミュニティバス
③上白水線「天神山」
　下車�北へ徒歩5分

所在地
天神山1−128ほか

交通手段（大土居水城）
J�R 博多南駅⇒西鉄バス
2番「博多南駅」～「大土居」
下車�北へ徒歩3分
西鉄電車春日原駅⇒西鉄バス
1・2番「西鉄春日原」～「大土居」
下車�北へ徒歩3分
春日市コミュニティバス
④星見ヶ丘線・⑤平田台線
「大士居」下車�北へ徒歩2分

所在地
昇町7−53ほか

白村江の戦い
朝鮮半島の覇権を争っ
ていた百済の救援のた
め、日本は663年に白村
江で唐・新羅軍と戦いま
した。この戦いに大敗し
た日本は唐・新羅軍の侵
略をおそれて、急きょ各
地に防衛体制を敷きまし
た。対馬、壱岐、筑紫に
烽
とぶひ

をおき防
さき

人
もり

を配置し、
筑紫に水城をつくりまし
た。さらに大野城と基

き

肄
い

城
じょう

の二つの山城をつくり
ました。

▲大土居水城跡から発見された木樋
▲大土居水城跡

▲天神山水城跡
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四季折々の自然が美しい総合公園

白水大池公園
しろうずおおいけこうえん

交通手段
J�R 博多南駅⇒徒歩東へ15分
西鉄電車春日原駅⇒西鉄バス
2番「西鉄春日原」～「池の下」
下車�南へ徒歩5分
J�R 春日駅⇒西鉄バス
2番「J�R春日駅」～「池の下」
下車�南へ徒歩5分
春日市コミュニティバス
③上白水線
「ウトグチ瓦窯展示館」
下車�南へ徒歩3分

所在地
白水ヶ丘1−4

見学のこ案内
開館時間／ 9:00~16:30
・休館日／月曜・祝日
　第3火曜日
　12月28日～ 1月4日
・入館無料
・平日の見学は要予約
・駐車場1台（無料）

問い合わせ先
春日市奴国の丘歴史資料館
TEL�092−501−1144

市指定文化財
1号窯跡から出土した鬼瓦

交通手段
西鉄電車春日原駅⇒
西鉄バス1番
「西鉄春日原」～
「松ケ丘入口」下車
J�R 春日駅⇒西鉄バス1番
「J�R 春日駅」～
「松ヶ丘入口」下車
春日市コミュニティバス
④星見ヶ丘線
「白水大池公園噴水前」下車

所在地
下白水209

筑前の三大池
「一に白水、二に感田、三に
粕屋の駕与丁（かよいちょ
う）」といわれていました。

古代人の知恵が偲ばれる

県指定史跡 ウトグチ瓦窯跡（のぼり窯体験広場）
うとぐちかわらがまあと（のぼりがまたいけんひろば）

　1987・1988（昭和62・63）年に発掘調査が
行われ、7世紀後半の瓦窯が2基発掘されまし
た。1号窯は全長14mで、中から多量の瓦が
出土しました。展示館では、1号窯を発掘調
査時の状態で保存・展示しています。ウトグ
チ瓦窯跡は2015（平成17）年10月に県指定史
跡に指定されました。隣接する陶芸室では、
やきもの作りが体験できます。

　大きな川のない春日市では、先人たちが大きな溜池を造ってきまし
た。中でも白水池は「筑前の三大池」の一つといわれています。
　1664（寛

かん

文
ぶん

4）年、須玖村の庄屋・武
たけ

末
すえ

新
しん

兵
べ

衛
え

が苦心の末、堤防を
嵩
かさ

上げすることにより現在の大きさになりました。今は白水大池公園
として市民の憩いの場になっています。

▲ウトグチ瓦窯展示館

▲展望台から見下ろす白水大池

▲保存展示中の１号窯跡

▲発掘調査時の1号窯跡
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交通手段
西鉄電車春日原駅⇒
西鉄バス6番
「西鉄春日原」～「春日」
JR春日駅⇒
西鉄バス6番
「JR春日駅」～「春日」
春日市コミュニティバス
⑥春日公園線「春日神社前」
　下車

所在地
春日1−114

春日の杜（クスノキ）

祭りの開催日
成人の日の前日の日曜日に
行われています。

神籬（ヒモロギ）
もともと神の降りたつ樹
木のことをいいます。神
の降臨する場所に特別の
木をたてて聖域としま
す。

千両、万両
センリョウはヤブコウジ
科のマンリョウ（万両）
に対して千両という意味
です。
「千両、万両」といって
縁起を祝う植物として、
正月用の飾りなどに使わ
れます。ほかに、カラタ
チバナを百両、ヤブコウ
ジを十両と呼びます。

古い歴史をもつ名社

真冬の勇壮な祭り

貴重な常緑広葉樹群

春日神社と春日の杜

国指定重要無形民俗文化財 春日の婿押し（若水祭）

県指定天然記念物 センリョウ叢林

かすがじんじゃとかすがのもり

かすがのむこおし（わかみずさい）

せんりょうそうりん

　社記によると、天
てん

智
じ

天皇が斉
さい

明
めい

天皇の皇太子として長
なが

津
つの

宮
みや

（福岡）
にあるとき、この地に天

あめのこやねのみこと

児屋根命の神
ひも

籬
ろぎ

をおかれたのが始まりといわ
れています。768（神

じん

護
ご

景
けい

雲
うん

2）年、
大
だ

宰
さい

大
だい

弐
に

・藤
ふじわらのたまろ

原田麻呂によって大和
国春日より春日大明神を迎え神社を
創立したと伝えられています。「春
日」の地名の由来となった神社です。
　境内の巨

きょしょうぐん

樟群春日の杜
もり

と神社林内
のセンリョウ叢

そう

林
りん

は県指定天然記念
物となっています。

　春日地区に伝わる小正月の年中行事で、春日神社で行われていま
す。春日神社の氏子で組織された三期組合が中心となり、前年に結婚

した新郎新婦を祝福します。
　見どころは、祭りの夜に行われる
樽
たる

せりです。神社前の池の中で男達
が樽を割り奪い合うもので、その姿
は勇壮で全国的にも有名です。
　1995�（平成7）年12月に国指定重
要無形民俗文化財となりました。

　センリョウ科の常緑広葉樹で、朱紅
色の実が茎の先に数個集まっていま
す。市内ではほとんど見られなくな
り、春日神社の森に群生地があります
が、乱獲の影響を受けたことにより数
が減少し、より強い保護が必要になっ
ています。
　1964（昭和39）年5月に県の天然記
念物に指定されました。

▲ 大和の春日大明神をお迎えしたと伝
わる春日神社

▲祭りのハイライト「樽せり」

▲冬にはきれいな朱紅色の実をつける
センリョウは高さ50−80cm ぐら
いになります。
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重要文化財　銅鉾鎔笵（鋳型）

重要文化財　中広銅戈（25本）

特別史跡　水城跡（天神山・大土居）

史跡　日拝塚古墳

史跡　須玖岡本遺跡

重要無形民俗文化財　春日の婿押し

博多人形祖型

春日の杜（樟）

住吉神社のナギの杜

春日神社のセンリョウ叢林

史跡　ウトグチ瓦窯跡

王墓の上石（須玖岡本遺跡）

銅鏡（須玖岡本遺跡D地点出土）

銅矛（須玖岡本遺跡出土）

銅剣（立石遺跡出土）

金製垂飾付耳飾（伝 日拝塚古墳出土）

漢式鏃（須玖坂本B遺跡出土）

後漢鏡（松添遺跡出土）

戦国式銅剣（立石遺跡出土）

後漢鏡（天神ノ木遺跡出土）

鉄矛（寺田池北遺跡出土）

青銅器・ガラス製品生産関連遺物及び青銅器・土器類
（須玖岡本遺跡坂本地区３～６次調査出土）
青銅器生産関連遺物及び土器類
（須玖タカウタ遺跡２・５次調査出土）
銅剣・青銅製把頭飾・甕棺
（須玖岡本遺跡岡本地区20次調査出土）
豊臣秀吉奉行人連署禁制
附 中島利一郎添書

瓦・須恵器（ウトグチ瓦窯跡出土）
附 上白水天神ノ木採集瓦

境内

土製狛犬

オオバヤドリギ

えんじゅ

赤井手古墳

竹ヶ本古墳

下白水大塚古墳

原遺跡

仕渡ス書物之事　写（白水池水分取極書）
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